
事例紹介シート 

①学校名 京都府立木津高等学校 

②教科・領域 

 科目等 
家庭科・ライフデザインⅡ 

③単元名 子どもの生活と保育 

④目標 親の役割と保育、子どもを取り巻く社会環境について理解するととも

に、乳幼児と適切に関わるための基礎的な技能を身につける。 

⑤受講者 ３年生（22名） 

⑥連携先 子育てママのつながるＢＯＳＡＩ 

⑦内容 

 

・取組の特徴

や工夫 等 

１ 自己紹介、乳幼児・保護者の紹介 

 ６グループに分かれ、それぞれのグループに１組ずつ乳幼児親子に入

っていただき、名前の由来やニックネームなどを伝え合いました。今回

は、０歳から４歳の乳幼児とその保護者との交流となりました。 

 

２ グループごとに乳幼児・保護者との交流 

 乳幼児の発達について調べ、事前に準備しておいた、手作りのおもち

ゃや絵本を活用して、一緒に遊んだり、お話を聞いたりしました。 

  

何度かグループの交代を行いました。乳幼児の年齢によって遊び方や

興味・関心が変わることを知り、それに応じて接し方を工夫しました。 

 

３ 水族館案内 

 自然探究コースの生徒による木津高校水族館を一緒に見学しました。 

 

移動途中にも保護者から 

子育て中のリアルな悩みや 

大変さ、喜びを聞くことが 

できました。 

⑧成果・生徒

の感想等 

 育休取得中の男性に話を聞けるなど、保護者に対して様々な質問をす

る機会に恵まれました。※以下は生徒の感想の一部 

・子育ては楽しいことや大変なことがあるけど、皆で協力し合うことが 

大切だと思いました。 

・保育実習を通して、幼児との接し方、子育ての楽しさ、大変さなどを

理解できて、とても良い経験になった。 

・様々な年齢の幼児と接してみて、それぞれ個性があって面白かった。 


